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平成 7年よりスタートした「愛のドリーム募金」は、公益法人事業の社会貢献活動の基本柱として地方協会毎の活動
が定着している中、更に「愛のドリーム募金」の拡充と活動の周知をはかるため、毎年、生命保険の日（1月31日）
に併せて「愛のドリーム募金」贈呈式を全国地方協会にて一斉に挙行していく活動を取り入れました。
初回となった昨年度は、愛のドリーム募金創設 25 事業年目を迎えるにあたり、「愛のドリーム募金創設 25 周年記念
“1月 31 日生命保険の日”全国一斉贈呈式」と題し、全 54 地方協会が一丸となって、「未来ある子どもたち」の
ために活用いただくため、各都道府県社会福祉協議会へ寄付金を贈呈し支援を行いました！
本来であれば 2020 年静岡年次大会会場にて活動報告予定でしたが、急遽中止（延期含む）となりましたため、
皆様にこの誌面を通し各ブロックごとに活動報告を紹介させていただきます。

全国から喜びの声が届いています！

愛 のドリーム募金 
創設25周年記念

１月３１日生命保険の日
全国一斉贈呈式 活動報告

「未来ある子どもたち」のために、全54地方協会が一丸となり一斉贈呈いたしました！！

累計総額　5億4,894万9,472円
令和2年度募金現在額は183 万3,674円です （令和 2年 9月30日現在）

公益社団法人　生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会

理事長　石井　清司

一人ひとりの協力で
永続的社会貢献活動を続けていきましょう。

今年度以降も、毎年“1月31日生命保険の日”に全国一斉贈呈式を継続してまいります！

四国ブロック

徳島県協会

高知県協会 愛媛県協会

香川県協会



技能検定

お金に関する正しい知識を身につけ
人生100年時代に備えましょう

ファイナンシャル・プランニング

国 家
試 験

日 11月10日（火）～12月1日（火）　1月24日 2020年  

受検申請受付期間次回試験日程

2021年

検定センター   
厚生労働大臣指定試験機関

https://www.kinzai.or.jp/
  

https://kentei.kinzai.or.jp/mobile
● スマートフォンからも受検申請ができます。 

● 詳細は、一般社団法人金融財政事情研究会のホームページをご覧ください。インターネットで受検申請ができます。

TEL 03-4334-1263

170x242

毎月月初にコンテンツ・毎週月曜日に「セールスに
役立つ記事」が追加更新されていきます。

ホーム画面をスマホに
お気に入り登録すれば

さらに便利！
JAIFA学習帖

 「JAIFA学習帖」充実のコンテンツ（内容）紹介

毎月月初にコンテンツが�  
追加されていきます。
● �映像で学ぶ“生命保険提案”� �

11 月追加予定：【法人への提案】知ればな
るほど  社会保障（医療・介護保険編）

● �リーフレットで学ぶ“保険提案”
（�生命保険提案、相続・法人の自学自習用
のリーフレットです）
11 月追加予定：個人 No.04 元気なうちか
ら相続について一度考えてみませんか？

●  “映像ライブラリー”で調べよう
（�相続・法人の基本用語を映像で解説。
実践に使えるヒントが盛り沢山です）
11 月追加予定：【法人】円滑な廃業に向け
た準備

映像で学ぶ生命保険提案
相続、法人・個人への生命保険の提案を学べるツールです。
学習できる主な項目
●相続の基礎
●法人の基礎
●法人への提案
●個人への提案

※注意
「JAIFA学習帖」のコンテンツは、知識習得を目的としていますので、生命保険の募集等には一切使用できません。

まだご登録いただいていない会員は、
今すぐご登録ください。

JAIFA学習帖

生保セールスに� 
役立つ記事
保険・金融業界や税
務、社会保障制度な
どについての旬な情
報を、税理士や社会
保険労務士などの
士業や FP、各界の
ジャーナリストなど
専門家が執筆してい
ます。原則、毎週月
曜日に掲載します。

あなたの会費で
制作しております

過去の記事もこちらから見られます。
●お客様訪問時の話題に
●ニーズを訴求する時に
●朝礼のネタに

マイナポータル
「マイナンバーカードが健康保険証として
利用できるようになります！」

注目の記事



白水性一
昭11・20・29・38・47・56・平2・11

黒土性二
昭10・19・28・37・46・55・平元・平10

碧木性三
昭18・27・36・45・54・63・平9

緑木性四
昭17・26・35・44・53・62・平8

黄土性五
昭16・25・34・43・52・61・平7

白金性六
昭15・24・33・42・51・60・平6

赤金性七
昭14・23・32・41・50・59・平5

白土性八
昭13・22・31・40・49・58・平4

紫火性九
昭12・21・30・39・48・57・平3・12

今月の
運勢

ビジネス運、対人運、金運、あなたの潜在力を活かす

マダム晶子の九性気学で

今日から開運
自然界の森羅万象を九つの気に分類している九性気学。人は、生まれた
ときの「気」によって、九つの性に分けられます。「気」は生まれ年ごと
により違い、それによって「本命性」が決まります。運勢に影響を与え
る本命性を知って、あなたの潜在力を活かしませんか ?
※開運方位は自宅からみた吉方位になります。

マダム晶子
平成 6年、鑑定士および講師の資格取得。同年中華民国星相学会の永久会員となり、易学のプロとして世界で通用する資格も取得。現在、企業講演、鑑定、月刊誌への執筆、ラジオ、
テレビ、セミナー教室等で活躍中。著書に『人生を変える幸せの占い革命』『もっと幸せになれる九性気学』、作詞『ジョ・ホールの街』　ネット上でもマダム晶子に出会えます！
マダム晶子開運塾（（株）オフィス一陽）〒180-0021 東京都武蔵野市桜堤 1-1-7-102　TEL＆FAX：0422-53-8733　http://www.akiko-kaiun.jp

衰運の 2 期目。今月のあなたの運気は
低迷です。自分の気も取り巻く周囲の状
況も全てがピンボケの今月は思うような
行動ができずに苦戦を強いられるときで
す。ビジネス運も仕事モードになりませ
ん。金銭運は低迷中。社交運も新しい
出会いは期待できないので現状維持を
守りながら次への準備をしましょう。

開運★北大吉方位～遠方泊まり可。
(千客万来の気を受けて開運できる吉方位)

変化厳禁の厳しさがついて回る今月のあ
なたは、新しい動きや流れを変えないで
過ごすことが求められるとき。自分の考
えも行動もピント外れですから、慎重に
丁寧に過ごしましょう。ビジネス運は今
のままを守り切ることを優先させ、次の
展開へ結びましょう。金銭運・社交運共
に良くないです。現状維持で過ごしましょ
う。
開運★西北大吉方位～遠方泊まり可。
(良い情報と復活や再会がツキを呼んでくれる)

注目度の高い今月は全ての一挙手一投
足に周囲の耳目が集まるとき。11 月の
運気は真逆の行動をして周囲とはギク
シャクしてしまいます。ビジネス運は焦
らないで、勇み足をしないように心がけ
ましょう。金銭運は古い買い物の請求が
舞い込む可能性が大。社交運は復活あ
り。疎遠の関係は修復できそうです。

開運★西北吉方位～半日程度の旅を。
（金銭の良い情報が入り、ツキはそこから来る）

気力・財力・体力の全てが底をついてい
ますが、状況はあなたの考え方がピント
ピタリです。思い切って自分の思い通り
の展開をして吉運。しかし周囲があなた
にとって当てにならないので単独行動を
したほうが成果は上がります。ビジネス
運は欲の誘いに乗ると大損になるので気
を付けてね。金銭運は現状維持。社交
運は人気上昇中。
開運★西北吉方位～半日程度の旅を。（良い
情報が入り、金銭運もアップの開運方位）

盛運の一期目の今月は奉仕の心が開運
になる1ヵ月です。自分の周囲へ手を貸
してね。種蒔きをするときですから見返
りを求めないで過ごしましょう。今月の
種蒔き次第で後半の運気は良くなるので
す。ビジネス運はビッグチャンスが舞い
込みます。金銭運は良好。社交運は人
気上昇中です。

開運★西北大吉方位～この方位の神社にお参
りを。（金銭運アップ、再婚に最良の開運方位）

発展の機運に乗り、いざ出発といったと
ころですが、慎重に事を進める1ヵ月に
なります。気持ちが焦らないように過ご
し、行動がチグハグになりがちですから
判断も急がないこと。ビジネス運は点検
や確認が済んだらGOサインです。金
銭運は自分の動きに合わせての収益にな
りそう。社交運は現状維持が得策です。

開運★先祖供養のお墓参りを。
（渋滞した流れやここ一番の時に力をもらえる）

自分の考えや行動が的確に回り、併せて
周囲の状況も身内感覚で当てになるとき
ですから、申し分ないほど良い状況の運
気です。今月は年頭から願ってきたこと
が達成します。全ての整理整頓をして願
いを叶えましょう。ビジネス運は千客万
来。金銭運は望んだとおりです。社交運
は人気絶好調の時を迎えています。

開運★東吉方位～ここで営業活動を。（新し
い流れの中で上司や目上の方々から支援あり）

運勢階段の最上階で過ごすとき。自分
の考えや行動はピントピタリです。取り
巻く周囲の状況は可もなく不可もないと
きですが、ここは静かに自分の足許を固
めて内面の強化を深め次へ備えましょう。
ビジネス運は古い顧客へのご挨拶をして
おきましょう。金銭運と社交運共に現状
維持を守ることが大事。

開運★西北吉方位～ここで営業活動を。
(疎遠の方々から復活の話あり、金運アップになる)

勢いに乗り非常に多忙な日々を過ごすと
きですが、自分の行動や判断は的確で
す。周りの意見や考え、手助けなどが得
られない月です。周囲を当てにせず、単
独で力を出し切りましょう。ビジネス運は
動くことがテーマで回りますから動いて、
動いて、頑張って有終の美を飾りましょ
う。金銭運は良好。社交運は復活あり。

開運★北大吉方位～遠方旅行可で開運に。
（紹介話が舞い込み、千客万来の開運になる）

2020 年 11月節

11.7▶12.6



「Present」の語源には
「現代・今」という意味があります。

一人ひとりの大切な今日に
感謝の気持ちを込めて「プレゼント」を贈ります。

生命保険の知識の向上と一般消費者の
利益保護を図り、国民生活を守るため、
公正・適正な業務の運営を目的とした
生命保険募集人の公益団体であり、
生命保険ファイナンシャルアドバイザー
として活動しています。

Japan Association of Insurance and Financial Advisors

公益社団法人 
生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会

【JAIFA（ジェイファ）】とは

本誌をお開きいただきましてありがとうございます。
当協会は、公益法人として、広く国民消費者の皆様に
広報誌をお手に取っていただき、
お役に立てていただけますよう発信しております。

© 公益社団法人 生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会教育委員会

JAIFA広報誌「Present」編集部 行
FAX 03-3241-0314

E-mail info@jaifa.or.jp

※ 2020 年の Present は、地球環境の保全保護を
考慮し、大豆油から作られたソイインクと適
切に管理された森林から出された FSC の製品
を使用しています。

本誌に対しまして
ご意見、ご感想を
お寄せください。

CON T E N T S

	 マダム晶子の九性気学で 今日から開運

02	 特集�  
第 3 回　ニッポンの伝統文化

	 語りのエンターテインメント
     寄席で落語を聞いてみよう！

06	 第 2 回　身近なサイエンス
	 セルロースナノファイバー

08	 第 67 回　ゼロから学ぶ税金講座
	 酒税のトリビア（後編）

10	 第 215 回　ありがとう生命保険		   
～中学生作文コンクール入賞作品より～

	  「家族に起きた悲劇と奇跡」
	 滋賀県 大津市立石山中学校　3 学年　林 光太郎

12	 第 44 回　社会保険 Q&A
	 パートタイマーの社会保険

13	 第 104 回　桐生純子の愛され力		   
コミュニケーション術

	  【素敵な人になるヒント】 
～目だけで笑顔を伝える～

14	 第 194 回　お客様からの感謝の声
	 肝臓がん診断と同時に余命３ヵ月の宣告。

次男の分まで家族で孫達の成長を見守ります

18	 第 116 回　思わず伝えたくなる！		   
お金にまつわるエトセトラ

	 指数を使って物価の高い国・安い国を
判断してみよう

19	 第 35 回　想いをつなぐ
	 オンラインを使って

新たな取り組みを企画中です！

20	 第 34 回　JAIFA VOICE
	 コロナ禍での活動は制限されていても

無力ではないはず！
日々の活動にアンテナを！！

今後、季節性インフルエンザと新型コロナウイルス感染症が同時に流行することが懸念されています。厚生労働省では、発熱等の症状があり、
新型コロナウイルス感染症が疑われる場合は、「まずはかかりつけ医等の地域で身近な医療機関に、直接電話相談すること」、「相談する医療
機関に迷う場合には、「受診・相談センター」に相談すること」の周知を呼びかけるとともに、医療機関の整備体制を強化しています。

●発熱等の症状のある方の相談・受診の流れ（厚生労働省）
https://www.mhlw.go.jp/content/000667889.pdf　　※詳しくは厚生労働省のホームページを参照ください。

新型コロナウイルス感染症予防のために

01 2020  |  November



ニッポンの
伝統文化

特集

第 　 回
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露
す
る
場
所
は
違
っ
て

い
ま
し
た
が
、
い
わ
ゆ
る
職
業
と
し
て
の
落
語
家

語
り
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト

寄よ

せ席
で
落
語
を

聞
い
て
み
よ
う
！

究
極
の
話
芸
と
も
言
わ
れ
、
日
本
の
伝
統
芸
能
の
中
で
も
親
し
み
や
す
い
「
落
語
」。

最
近
で
は
社
会
人
の
教
養
と
し
て
も
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
庶
民
の
娯
楽
、
大
衆
芸
能
の
代
表
と
も
い
え
る
落
語
を
楽
し
む
た
め
の
知
識
と
、

一
度
は
行
っ
て
み
た
い
寄
席
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

3
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ニッポンの
伝統文化

特集
の
登
場
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

落
語
の
種
類
は
？

落
語
の
種
類
は
？

落
語
に
は
、
作
ら
れ
た
時
代
に
よ
り
、「
古
典

落
語
」
と
「
新
作
落
語
」
の
2
種
類
が
あ
り
ま
す
。

●

古
典
落
語

古
典
落
語

江
戸
時
代
中
期
か

ら
明
治
時
代
ま
で
に

作
ら
れ
、
師
匠
か
ら

弟
子
へ
と
受
け
継
が

れ
て
き
た
落
語
で
す
。

ほ
と
ん
ど
の
噺
は
、

作
者
が
わ
か
っ
て
い

ま
せ
ん
。
長
い
年
月

を
か
け
て
練
ら
れ
、

歴
代
の
落
語
家
に
よ

り
洗
練
さ
れ
、
喜
怒

哀
楽
な
ど
の
人
の
感

情
を
巧
み
に
描
く
名

作
が
そ
ろ
っ
て
い
ま

す
。物

語
の
舞
台
は
江

戸
が
中
心
で
、
当
時

の
風
俗
や
生
活
習
慣
な
ど
、
庶
民
の
暮
ら
し
ぶ
り

を
描
い
た
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。
落
語
家
に
よ

る
ア
レ
ン
ジ
も
加
わ
る
の
で
、
演
者
に
よ
る
物
語

の
解
釈
の
違
い
を
味
わ
う
こ
と
も
、
古
典
落
語
の

楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
す
。

●

新
作
落
語

新
作
落
語

大
正
時
代
以
降
に
新
し
く
作
ら
れ
、
作
者
が
わ

か
っ
て
い
る
の
は
「
新
作
落
語
」
で
す
。「
創
作

落
語
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
基
本
的

に
は
落
語
家
自
身
が
作
る
こ
と
が
多
い
の
で
す

が
、
中
に
は
落
語
専
門
の
作
家
が
作
り
、
そ
れ
を

落
語
家
が
演
じ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

物
語
は
、
現
代
の
感
覚
で
作
ら
れ
る
た
め
、
わ

か
り
や
す
く
親
し
み
や
す
い
の
が
特
徴
で
す
。
落

語
家
独
自
の
世
界
観
で
作
ら
れ
た
も
の
も
多
く
あ

り
、
古
典
落
語
に
く
ら
べ
る
と
、
よ
り
個
性
が
反

映
さ
れ
や
す
い
こ
と
も
、
新
作
落
語
な
ら
で
は
で

し
ょ
う
。

江
戸
と
上
方
で
、

江
戸
と
上
方
で
、　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

落
語
に
違
い
が
あ
る
？

落
語
に
違
い
が
あ
る
？

落
語
は
さ
ら
に
、江
戸
が
発
祥
の
「
江
戸
落
語
」

と
、
関
西
（
上
方
）
が
発
祥
の
「
上
方
落
語
」
が

あ
り
ま
す
。

大
き
な
違
い
と
し
て
は
、
上
方
落
語
で
は
見け

ん
だ
い台

や
小こ

び
ょ
う
し

拍
子
を
用
い
て
演
じ
ら
れ
る
こ
と
。こ
れ
は
、

上
方
落
語
が
野
外
で
演
じ
ら
れ
た
こ
と
と
無
関
係

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
通
行
人
の
気
を
引
い
て
足
を

止
め
さ
せ
る
た
め
、
三
味
線
や
太
鼓
で
曲
を
交
え

た
り
、
小
拍
子
で
見
台
を
叩
い
て
、
場
面
転
換
を

知
ら
せ
る
な
ど
、
派
手
さ
や
見
た
目
の
動
き
が
必

要
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
の
江
戸
落
語
は
、
も
と
も
と
屋
内
で
演
じ

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
使
う
小
道
具
は
扇
子

と
手
ぬ
ぐ
い
の
み
と
い
う
シ
ン
プ
ル
さ
。
江
戸
時

代
は
出で

ば
や
し

囃
子
（
落
語
家
が
高
座
に
上
が
る
と
き
に

三
味
線
な
ど
で
演
奏
す
る
曲
）
す
ら
な
か
っ
た
と

い
い
ま
す
。

演目 内容
子ほめ お世辞を言って、ただ酒にあやかろうとする八五郎の失敗噺

初天神 天神様の縁日で、子どもに団子や凧を買ってほしいとねだられる親子の交流噺

時そば そばの代金をごまかすのを見ていた男が、自分も真似をするが失敗する滑稽噺

芝浜 大金の入った財布を拾い浮かれる男だが、翌朝、女房にあれは夢だと言われる人情噺

紺屋高尾 吉原の花魁に恋をした職人が、必死に働き稼ぎを貯め、花魁に会いに行く恋愛噺

■落語でよく演じられる演目は？

■江戸落語

■上方落語

小拍子張扇

膝隠し

見台
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落
語
家
の
階
級
制
度
と
は
？

落
語
家
の
階
級
制
度
と
は
？

落
語
家
は
、
芸
歴
や
技
能
に
よ
っ
て
出
世
す
る

仕
組
み
が
あ
り
、一
人
前
の
落
語
家
に
な
る
に
は
、

だ
い
た
い
十
数
年
か
か
り
ま
す
。
落
語
家
へ
の
第

一
歩
は
、
入
門
し
た
い
師
匠
を
探
し
、
弟
子
入
り

す
る
こ
と
。
入
門
が
許
可
さ
れ
る
と
「
見
習
い
」

と
な
り
、最
終
的
に
は「
真
打
ち
」を
目
指
し
ま
す
。

●

見
習
い（
半
年
〜
１
年
）

見
習
い（
半
年
〜
１
年
）

師
匠
や
兄
弟
子
の
身
の
回
り
の
世
話（
鞄
持
ち
、

師
匠
の
家
の
雑
用
）
や
、
前
座
に
な
る
た
め
の
修

行
（
落
語
や
太
鼓
の
鳴
ら
し
方
の
稽
古
、
着
物
の

た
た
み
方
な
ど
）
が
主
な
仕
事
で
、
寄
席
の
楽
屋

に
は
入
れ
ま
せ
ん
。

●

前
座（
３
年
〜
５
年
）

前
座（
３
年
〜
５
年
）

見
習
い
と
し
て
の
仕
事
が
あ
る
程
度
で
き
る
よ

う
に
な
る
と
、
師
匠
の
許
可
が
出
て
楽
屋
に
入
れ

る
よ
う
に
な
り
「
前
座
」
と
な
り
ま
す
。
前
座
に

な
っ
て
は
じ
め
て
、
お
客
さ
ん
の
前
で
落
語
を
話

せ
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。
寄
席
の
番
組
で
は
、

一
番
最
初
に
高
座
に
上
が
る
こ
と
か
ら
、「
前
座
」

と
呼
ば
れ
ま
す
。

●

二
ツ
目（
５
年
〜

二
ツ
目（
５
年
〜
1010
年
）
年
）

寄
席
の
番
組
で
、
2
番
目
に
高
座
に
上
が
る
こ

と
か
ら
「
二
ツ
目
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
二
ツ
目
に

な
る
と
、
師
匠
の
家
や
楽
屋
で
の
雑
用
が
な
く
な

り
、
ま
た
、
着
物
は
羽
織
や
袴
を
つ
け
る
こ
と
も

可
能
で
す
（
前
座
ま
で
は
、
着
物
は
着
流
し
）。

楽
屋
へ
行
か
な
く
て
も
よ
く
な
り
ま
す
が
、
仕
事

（
高
座
）
は
自
分
で
探
す
と
い
う
厳
し
さ
も
。

●

真
打
ち（
入
門
か
ら

真
打
ち（
入
門
か
ら
1515
年
程
度
）

年
程
度
）

真
打
ち
に
な
っ
て
初
め
て
、
一
人
前
の
落
語
家

と
な
り
ま
す
。
真
打
ち
で
は
寄
席
の
番
組
の
一
番

最
後
に
出
る
資
格
（
主
任
＝
ト
リ
）
が
あ
る
ほ

か
、
弟
子
を
取
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
昔
の
寄
席

で
は
、
ろ
う
そ
く
を
照
明
に
使
っ
て
い
て
、
寄
席

が
終
わ
る
と
最
後
の
出
演
者
が
ろ
う
そ
く
の
芯
を

打
つ
（
切
っ
て
消
す
）
こ
と
か
ら
「
芯
打
ち
」
と

な
り
、
字
を
変
え
て
「
真
打
ち
」
に
な
っ
た
と
い

う
説
が
あ
り
ま
す
。

ち
な
み
に
こ
の
階
級
制
度
は
、
東
京
の
落
語
家

に
特
有
の
も
の
で
、
上
方
の
落
語
家
に
は
こ
う

い
っ
た
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
上
方
落

語
に
も
前
座
と
同
じ
よ
う
な
下
積
み
期
間
は
あ
り

「
年
季
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

落
語
家
の
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド

落
語
家
の
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド    

「
寄
席
」

「
寄
席
」

落
語
を
聞
く
の
な
ら
、
ぜ
ひ
足
を
運
び
た
い
の

が
「
寄
席
」
で
す
。
寄
席
と
い
う
と
、
敷
居
が
高

く
て
入
り
づ
ら
い
、
と
い
う
印
象
を
持
つ
人
も
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
昔
か
ら
寄
席
は
、
庶
民
の
娯
楽
場
な

の
で
す
。

■落語家の階級

真
打
ち

二
ツ
目

前   

座

見
習
い
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寄
席
で
は
、
1
か
月
を
上
席
・
中
席
・
下
席
の

3
つ
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
10
日
間
の
興
行
が
行

わ
れ
ま
す
。
1
日
は
さ
ら
に
、
昼
の
12
時
頃
か
ら

始
ま
る「
昼
の
部
」、夕
方
17
時
頃
か
ら
始
ま
る「
夜

の
部
」
に
分
か
れ
、
基
本
的
に
は
入
れ
替
え
な
し

の
昼
夜
の
部
を
通
し
で
楽
し
む
こ
と
も
可
能
で
す

（
正
月
や
特
別
興
行
の
場
合
は
、
入
れ
替
え
す
る

こ
と
も
あ
り
）。

事
前
予
約
も
必
要
な
く
、
当
日
券
で
席
も
自
由

な
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
、
い
つ
で
も
気
が
向

い
た
と
き
に
、
ふ
ら
り
と
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
も
寄
席
の
魅
力
。
た
だ
し
、
落
語
家
が
話
し

て
い
る
途
中
で
入
っ
た
と
き
は
入
口
近
く
で
待

ち
、
演
者
が
入
れ
替
わ
る
と
き
に
席
を
探
す
の
が

マ
ナ
ー
な
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

落
語
は
他
に
も
、
地
域
寄
席
（
喫
茶
店
や
蕎
麦

屋
で
開
催
）、ホ
ー
ル
落
語（
比
較
的
大
き
な
会
場
）

で
も
行
わ
れ
ま
す
。
特
に
ホ
ー
ル
落
語
で
は
、
寄

席
よ
り
も
長
い
噺
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

出
演
者
や
演
目
は　
　
　
　
　

出
演
者
や
演
目
は　
　
　
　
　

事
前
に
わ
か
る
？

事
前
に
わ
か
る
？

出
演
す
る
落
語
家
は
、
寄
席
や
落
語
協
会
、
落

語
芸
術
協
会
な
ど
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
演
目
は
そ
の
日
に
な
ら

な
い
と
決
ま
ら
な
い
の
で
、
行
っ
て
み
な
け
れ
ば

わ
か
り
ま
せ
ん
。
噺
家
は
、
演
目
が
他
の
出
演
者

と
か
ぶ
ら
な
い
よ
う
、
当
日
の
出
番
を
待
っ
て
い

る
間
に
ネ
タ
帳
を
見
な
が
ら
決
め
る
か
ら
で
す
。

出
演
者
は
、
15
分
程
度
の
持
ち
時
間
で
次
々
と

登
場
。
主
任
（
ト
リ
）
を
務
め
る
演
者
は
30
分
程

度
の
持
ち
時
間
が
あ
る
の
で
、
長
い
噺
が
聞
け
ま

す
。落

語
は
、
娯
楽
や
教
養
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、

噺
の
中
で
描
か
れ
る
人
と
の
絆
や
他
人
へ
の
思
い

や
り
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ヒ
ン
ト
に

も
な
る
で
し
ょ
う
。ま
た
、与
太
郎
や
八
五
郎
な
ど
、

落
語
に
登
場
す
る
そ
そ
っ
か
し
い
人
物
は
、
私
た

ち
を
笑
い
の
世
界
へ
と
引
き
込
ん
で
く
れ
ま
す
。

知
識
が
な
く
て
も
楽
し
め
る
の
が
落
語
の
魅

力
。
ぜ
ひ
、
寄
席
で
落
語
デ
ビ
ュ
ー
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

寄席では落語だけではなく、漫才、コント、手品、紙切り、曲芸など、
バラエティーに富んだ番組が組まれています。適度な間隔で、芸人
が登場しますので、昼の部・夜の部を通して寄席にいても、飽きるこ
とはありません。
こういった落語以外の演芸を「色物」といいます。寄席の外に掲示
してある出演者の看板は、落語家は「墨文字」、その他の漫才や手品
などは、それとは違うことをひと目で分かるように「朱文字」など
で書かれたことから、色物と呼ばれるようになりました。

寄席は落語だけではない寄席は落語だけではない

名称 場所 特徴

鈴本演芸場 東京 現存する寄席では最古の老舗。入口では、前座さんの太鼓の音を
聞くことができる（通常、太鼓は場内で叩く）。

新宿末廣亭 東京 たくさんの寄席提灯が並ぶ、趣のある木造の寄席。靴を脱いで上
がる桟敷席（畳敷き）があるのも特徴的。

浅草演芸ホール 東京 東京有数の観光地、浅草にある寄席。のぼりや出演者の顔写真が、
賑やかさを演出している。

池袋演芸場 東京 都内の寄席の中ではコンパクトな寄席。マイクを使わなくても肉
声が届く、出演者との距離の近さが魅力。

国立演芸場 東京 静かな立地にあり、場内は品のある佇まい。建物の 1 階には、演
芸関係の資料が展示されている。

横浜にぎわい座 横浜 横浜の、大衆芸能専門館としてオープン。横浜出身の故・桂歌丸
の尽力などもあり開館した。

天満天神繁昌亭 大阪 2006 年オープンの上方落語の定席。朝 10 時からの「朝席」も
ある。団体貸切公演も行われることも。

大須演芸場 名古屋 芸どころ名古屋の中心・大須の伝統を受け継ぐ。毎月初旬の上席
以外は、貸席として演芸が開催される。

花座 仙台 東北では唯一の常設寄席。前座さんが、寄席の窓を開けて一番太
鼓を叩くので、叩く様子が外から見られる。

■全国の主な寄席
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発
展
に
寄
与
し
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
人
類
の

植
物
繊
維
利
用
の
歴
史
の
最
先
端
こ
そ
、
セ
ル

ロ
ー
ス
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー
で
す
。

セ
ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー
は
植
物
の
細

胞
か
ら
取
り
出
し
た
セ
ル
ロ
ー
ス
を
ナ
ノ
（
１

ミ
リ
の
百
万
分
の
一
）
サ
イ
ズ
に
ま
で
細
か
く

し
た
繊
維
状
物
質
。
そ
も
そ
も
セ
ル
ロ
ー
ス
と

は
植
物
の
細
胞
壁
の
骨
格
に
相
当
す
る
成
分
で
、

麻
や
綿
が
加
工
し
て
も
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
ら
ず
、

樹
木
が
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
て
も
倒
れ
ず
に
何
十

メ
ー
ト
ル
に
も
成
長
で
き
る
の
は
セ
ル
ロ
ー
ス

自
体
が
と
て
も
頑
丈
な
の
が
理
由
で
す
。

木
材
を
細
か
く
す
り
つ
ぶ
し
て
取
り
出
し
た

物
質
と
い
う
と
、
紙
の
原
料
で
あ
る
パ
ル
プ
と

光
の
波
よ
り
も
小
さ
い
新
素
材

光
の
波
よ
り
も
小
さ
い
新
素
材

太
古
の
時
代
よ
り
、
身
近
な
植
物
を
生
活
の

道
具
と
し
て
利
用
し
て
き
た
人
類
。
麻
や
綿
を

加
工
し
て
織
り
上
げ
た
衣
服
は
、
日
差
し
や
寒

さ
か
ら
人
々
の
命
を
守
り
、
繊
維
を
ほ
ぐ
し
て

作
っ
た
紙
は
情
報
共
有
の
媒
体
と
し
て
文
化
の

い
う
名
前
が
思
い
浮
か
ぶ
方
も
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
セ
ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー
は
こ

の
パ
ル
プ
を
物
理
的
・
化
学
的
処
理
で
さ
ら
に

細
か
く
し
た
も
の
な
の
で
す
。（
図
表
１
）

セ
ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー
の
繊
維
の
直

径
は
わ
ず
か
10
ナ
ノ
メ
ー
ト
ル
前
後
。
光
の
波

長
が
３
８
０
〜
７
８
０
ナ
ノ
メ
ー
ト
ル
程
度
な

の
で
、
そ
の
小
さ
さ
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
な
い

ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
な
い	

	
	
	

豊
か
な
応
用
性

豊
か
な
応
用
性

そ
ん
な
セ
ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー
の
最

も
大
き
な
特
徴
は
、
軽
く
て
丈
夫
な
こ
と
。
強

度
は
鋼
鉄
と
同
程
度
な
が
ら
重
さ
は
わ
ず
か
五

分
の
一
し
か
な
く
、
熱
を
加
え
て
も
伸
び
縮
み

し
に
く
い
と
い
う
特
徴
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

静
止
状
態
で
は
粘
度
が
高
い
が
流
動
時
に
は
粘

度
が
低
下
し
た
り
、細
い
繊
維
の
な
か
に
消
臭
・

抗
菌
物
質
を
取
り
込
め
た
り
、
食
品
に
添
加
す

る
と
し
っ
と
り
と
し
た
食
感
を
生
み
出
せ
る
な

ど
、
他
の
素
材
に
は
な
い
独
特
の
性
質
を
兼
ね

備
え
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
性
質
を
生
か
し
て
、

か
す
れ
に
く
い
ボ
ー
ル
ペ
ン
イ
ン
ク
、
消
臭
力

2

日々の生活の中ではほとんど意識することのない、
身の回りの品々に潜む秘密を探る「身近なサイエンス」。

9 月号で紹介した陶磁器に続いて今回登場するのは
セルロースナノファイバー。

軽くて強くて自然にも優しい、夢の次世代高機能素材です。

セルロースナノファイバー

図表 1■�木からセルロースナノファイバーが
できるまで

伐採
チップ化
伐採
チップ化

ナノ化ナノ化

木
（約20m）

step 1

木材チップ
（約20mm）

step ２

パルプ
（約20μm）

step ３

セルロース
ナノファイバー
（約20nm）

step ４

パルプ化パルプ化
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の
あ
る
大
人
用
紙
お
む
つ
、
敏
感
肌
用
の
化
粧

品
、
食
感
の
良
い
お
菓
子
な
ど
、
す
で
に
様
々

な
分
野
で
セ
ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー
が
実

用
化
さ
れ
て
い
ま
す
。（
図
表
2
）

ま
た
、
人
体
へ
の
親
和
性
も
あ
る
た
め
人
工

血
管
や
人
工
軟
骨
な
ど
医
療
用
材
料
と
し
て
の

応
用
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
い
ま
特
に
活

発
な
研
究
開
発
が
行
わ
れ
て
い
る
の
が
自
動
車

の
分
野
で
す
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
樹
脂
に
セ
ル

ロ
ー
ス
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー
を
10
％
程
度
混
ぜ
る

と
強
度
は
そ
の
ま
ま
で
重
さ
が
20
％
軽
減
し
た

複
合
材
が
作
れ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
自
動
車
の

部
材
と
し
て
の
活
用
を
求
め
た
研
究
が
続
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
複
合
材
が
実
用
化
す
れ
ば

車
体
重
量
が
減
っ
て
燃
費
が
向
上
し
、
部
材
全

体
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
使
用
量
が
減
る
た
め
、

枯
渇
性
資
源
で
あ
る
石
油
の
消
費
量
減
少
に
も

大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

植
物
由
来
な
ら
で
は
の

植
物
由
来
な
ら
で
は
の�

	
�

	

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

応
用
性
に
富
み
様
々
な
活
躍
が
期
待
さ
れ
る

セ
ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー
で
す
が
、
そ
の

優
れ
た
特
性
だ
け
で
な
く
製
造
方
法
の
柔
軟
さ

も
魅
力
の
ひ
と
つ
で
す
。
基
本
的
に
は
木
材
か

ら
パ
ル
プ
、
パ
ル
プ
か
ら
セ
ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ

フ
ァ
イ
バ
ー
と
い
う
流
れ
で
加
工
が
行
わ
れ
ま

す
が
、
セ
ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー
を
取
り

出
せ
る
の
は
木
材
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
果

実
の
絞
り
か
す
や
コ
ー
ヒ
ー
か
す
と
い
っ
た
植

物
性
の
食
品
ゴ
ミ
を
は
じ
め
、
農
地
な
ど
に
放

置
さ
れ
て
し
ま
う
稲
わ
ら
・
落
ち
葉
・
雑
草
類
、

さ
ら
に
は
古
紙
や
綿
製
品
の
古
布
と
い
っ
た
廃

棄
物
な
ど
、
植
物
繊
維
を
含
ん
だ
様
々
な
廃
材

を
資
源
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
セ
ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー
は
植

物
性
素
材
な
の
で
微
生
物
な
ど
に
分
解
さ
れ
る

生
分
解
性
を
備
え
て
い
ま
す
。
環
境
負
荷
が
小

さ
く
持
続
可
能
性
に
も
優
れ
て
お
り
、
環
境
へ

の
配
慮
が
求
め
ら
れ
る
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
適

し
た
理
想
の
素
材
と
い
え
そ
う
で
す
。

た
だ
し
、
そ
ん
な
夢
の
素
材
に
も
デ
メ
リ
ッ

ト
は
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
製
造
コ
ス
ト
が
高

い
と
い
う
こ
と
。
現
在
は
製
紙
や
化
学
な
ど
多

く
の
分
野
の
企
業
が
参
画
し
て
徐
々
に
一
般
的

な
物
質
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
セ
ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ

フ
ァ
イ
バ
ー
市
場
は
２
０
３
０
年
に
１
兆
円
規

模
に
な
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

セ
ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー
は
今
も
世
界

各
国
で
研
究
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
な
か
で

も
研
究
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
の
が
国
土
の
約

67
％
を
森
林
が
占
め
る
世
界
有
数
の
森
林
国
で

あ
る
日
本
で
す
。
多
く
の
資
源
が
輸
入
頼
り
の

日
本
に
お
い
て
、
自
国
で
量
産
で
き
る
数
少
な

い
資
源
・
木
材
が
使
え
る
の
は
と
て
も
重
要
な

意
味
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

図表 2 ■�セルロースナノファイバーの活躍が期待される分野
自動車部品

（軽量化、耐久性向上）
住宅建材

（断熱性向上、高強度化）
電化製品
（断熱性向上）

インク
（滑らかさ向上）

化粧品
（べたつき防止）

紙おむつ
（消臭効果）

和菓子
（食感向上）

フィルム
（鮮度向上）

ランニングシューズ
（耐久性向上）

★次回 12、１、２、３月号掲載となります。
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日
本
酒
は
減
税
、
ワ
イ
ン
は
増
税

　

 

先
月
号
で
ビ
ー
ル
類
の
税
率
が
10
月

1
日
か
ら
変
更
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

説
明
し
た
け
ど
、
ビ
ー
ル
以
外
の
税
率
も
変

A

わ
っ
て
い
る
ん
だ
。

　

増
税
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
か
？

　

増
税
さ
れ
た
も
の
と
減
税
さ
れ
た
も
の

が
あ
る
。
ワ
イ
ン
が
増
税
さ
れ
た
一
方
で
、

日
本
酒
は
減
税
さ
れ
た
。
図
表
１
に
税
額
を

ま
と
め
て
み
た
が
、
従
来
、
日
本
酒
は
１
キ

ロ
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
12
万
円
、
ワ
イ
ン
は

８
万
円
だ
っ
た
も
の
が
、
10
月
か
ら
、
日
本

酒
は
11
万
円
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
ワ
イ
ン
は

９
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。

　

日
本
酒
党
に
と
っ
て
は
い
い
話
で
す

ね
。

　

そ
う
だ
ね
。
さ
ら
に
２
０
２
３
年
10
月

に
は
日
本
酒
、
ワ
イ
ン
と
も
１
キ
ロ
リ
ッ
ト

ル
当
た
り
10
万
円
で
統
一
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
ワ
イ
ン
も
日
本
酒
も
同
じ
税

率
に
な
る
ん
だ
。

　

１
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
、
と
い
っ
て

も
ピ
ン
と
き
ま
せ
ん
が
。

　

７
２
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
―
―
日
本
酒
な

ら
４
合
瓶
―
―
当
た
り
に
換
算
す
る
と
、
日

本
酒
は
従
来
の
86
・
４
円
が
10
月
か
ら
79
・

BABABA

2
円
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
。

　

引
き
下
げ
と
い
っ
て
も
10
円
も
変
わ
ら

な
い
ん
で
す
ね
。

　

そ
う
、
身
近
な
単
位
に
直
し
て
み
る
と

実
感
で
き
る
ね
。
ワ
イ
ン
の
ほ
う
は
や
は

り
７
２
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
で
、
57
・

6
円
が
64
・
8
円
に
な
っ
た
。
こ
ち
ら
も

引
き
上
げ
幅
は
10
円
以
下
だ
。
最
終
的
に

２
０
２
３
年
10
月
に
は
、
両
方
と
も
７
２
０

ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
72
円
に
な
る
け
れ

ど
、
十
数
円
変
わ
る
程
度
だ
。

　

先
月
号
で
み
た
ビ
ー
ル
類
に
比
べ
る
と

あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
ん
で
す
ね
。

　

そ
う
だ
ね
、
ビ
ー
ル
系
飲
料
は
３
５
０

ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
で
「
ビ
ー
ル
」
が
最

終
的
に
20
円
以
上
の
引
き
下
げ
、「
第
三
の

ビ
ー
ル
」
は
26
・
25
円
の
引
き
上
げ
に
な
る
。

そ
れ
に
比
べ
る
と
影
響
は
小
さ
い
と
い
え
る

だ
ろ
う
ね
。
図
表
１
に
「
ビ
ー
ル
」
に
つ
い

て
も
１
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
の
税
額
を
示

し
て
お
い
た
が
、
こ
れ
を
見
て
わ
か
る
よ
う

に
、
そ
も
そ
も
「
ビ
ー
ル
」
は
税
率
が
高
い

BABA

67

酒税のトリビア（後編）
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★ご質問はお気軽にお寄せください。　info@jaifa.or.jp

10
月
に「
ビ
ー
ル
」「
発
泡
酒
」「
第
三
の
ビ
ー

ル
」
は
３
５
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
54
・

25
円
で
統
一
さ
れ
る
け
ど
、
缶
酎
ハ
イ
や
サ

ワ
ー
類
は
引
き
上
げ
ら
れ
る
と
は
い
え
35
円

と
、他
の
ビ
ー
ル
系
よ
り
は
安
い
ま
ま
だ
よ
。 

ん
だ
。
従
来
は
日
本
酒
の
約
２
倍
、
改
正
後

の
最
終
的
な
税
額
も
1.5
倍
だ
。

缶
酎
ハ
イ
も

引
き
上
げ
ら
れ
る
が
…
…

　

ビ
ー
ル
を
よ
く
飲
む
人
は
た
く
さ
ん
税

金
を
払
っ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
す
か
。
と

こ
ろ
で
ウ
イ
ス
キ
ー
や
焼
酎
の
税
額
は
ど
う

な
る
ん
で
す
か
。

　

ウ
イ
ス
キ
ー
や
焼
酎
―
―
醸
造
酒
に
対

し
蒸
留
酒
に
分
類
さ
れ
る
も
の
―
―
は
、
基

本
的
に
税
率
の
変
更
は
な
い
。
ウ
イ
ス
キ
ー

や
焼
酎
を
ボ
ト
ル
で
買
う
場
合
の
税
金
は
変

わ
ら
な
い
。
た
だ
し
、
缶
入
り
の
酎
ハ
イ
、

サ
ワ
ー
類
や
ハ
イ
ボ
ー
ル
な
ど
は
、
税
金
が

引
き
上
げ
ら
れ
る
。
こ
の
10
月
か
ら
で
は
な

く
、
２
０
２
６
年
10
月
に
図
表
２
の
と
お
り

税
額
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

焼
酎
自
体
は
変
わ
ら
な
く
て
も
、
焼
酎

を
炭
酸
な
ど
で
割
っ
た
も
の
は
引
き
上
げ
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

　

そ
う
い
う
こ
と
だ
よ
。
税
金
上
は
、
サ

BABA

ワ
ー
類
は
じ
つ
は
ビ
ー
ル
な
ど
と
同
じ
種
類

に
分
類
さ
れ
て
い
る
ん
だ
。
先
月
号
で
ビ
ー

ル
系
飲
料
は
「
ビ
ー
ル
」「
発
泡
酒
」「
第
三

の
ビ
ー
ル
」
に
分
け
ら
れ
て
い
る
と
説
明
し

た
け
れ
ど
、
じ
つ
は
4
つ
目
が
あ
っ
て
、
そ

れ
が
サ
ワ
ー
類
な
ん
だ
。「
ビ
ー
ル
」「
発
泡

酒
」「
第
三
の
ビ
ー
ル
」に
サ
ワ
ー
な
ど
の「
そ

の
他
」
を
ま
と
め
て
税
金
上
は
「
発
泡
性
酒

類
」
と
位
置
付
け
て
い
る
。
日
本
酒
や
ワ
イ

ン
は
税
金
上
も
「
醸
造
酒
類
」、ウ
イ
ス
キ
ー

や
焼
酎
は
「
蒸
留
酒
類
」
と
大
き
く
分
類
さ

れ
て
い
る
の
と
同
様
の
く
く
り
だ
よ
。

　

「
発
泡
性
酒
類
」
の
う
ち
「
ビ
ー
ル
」「
発

泡
酒
」「
第
三
の
ビ
ー
ル
」
は
２
０
２
６
年

10
月
に
は
税
額
が
統
一
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

で
し
た
が
、「
そ
の
他
」
―
―
サ
ワ
ー
類
―

―
は
別
建
て
の
ま
ま
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す

ね
。

　

そ
の
と
お
り
だ
よ
。
い
ま
は
「
そ
の
他
」

の
税
額
は
３
５
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
28

円
で
、
こ
れ
は
今
年
９
月
ま
で
の
「
第
三
の

ビ
ー
ル
」
の
税
額
と
同
じ
だ
。
２
０
２
６
年

BA

改正前 2020 年 10 月 2023 年 10 月 2026 年 10 月

日本酒 120,000 110,000
100,000 100,000

ワイン 80,000 90,000

ビール 220,000 200,000 181,000 155,000

図表 1 ■日本酒、ワイン、ビールの税額（１kl 当たり）　単位：円

現在 2026 年 10 月

1kl 当たり 80,000 100,000

350ml 当たり 28 35

図表２■チューハイ、サワー類の税額　単位：円
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新刊のご案内

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
と
生
命
保
険
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
公
益
財
団
法
人
生
命
保
険

文
化
セ
ン
タ
ー
主
催
に
よ
る
第
57
回
中
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
生
命
保
険

このコーナーは公益財団法人生命保険文化センターのご協力を得て作成されています。生命保険文化センターでは、
生命保険にまつわるさまざまな情報を発信していますので、ホームページをぜひご覧ください。▶▶▶▶ https://www.jili.or.jp/
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『
自
分
は
健
康
だ
か
ら
関
係
な
い
。』

　

僕
は
そ
う
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
六
年
前
の
夏
休
み
、

家
族
で
プ
ー
ル
に
行
く
た
め
準
備
し
て
い
た
最
中
、「
い

た
っ
。」と
い
う
声
と
共
に
父
が
突
然
倒
れ
た
。
心
肺
停
止
だ
っ

た
。

　

当
時
、
ま
だ
小
学
三
年
生
だ
っ
た
僕
は
何
も
で
き
ず
に
た

だ
パ
ニ
ッ
ク
状
態
だ
っ
た
。
母
は
、
倒
れ
た
父
の
も
と
に
と

び
込
む
か
の
よ
う
に
か
け
つ
け
、意
識
の
確
認
を
し
た
。
父
は
、

う
め
き
声
は
出
し
て
い
た
も
の
の
、
息
は
し
て
い
な
い
よ
う

だ
っ
た
。
母
は
急
い
で
救
急
車
を
呼
ん
だ
。
胸
骨
圧
迫
の
仕

方
を
電
話
で
教
わ
り
な
が
ら
、
救
急
車
が
来
る
十
分
程
の
間
、

休
ま
ず
や
り
続
け
た
。
母
の
姿
を
見
て
『
僕
も
何
か
し
な
け

れ
ば
。』
と
少
し
で
も
早
く
父
を
助
け
て
ほ
し
く
て
、
外
で
救

急
車
を
待
ち
、
到
着
す
る
と
家
ま
で
誘
導
し
た
。
こ
れ
が
精

一
杯
だ
っ
た
。

　

母
は
搬
送
さ
れ
る
父
と
一
緒
に
救
急
車
に
乗
っ
た
。
僕
は

四
人
兄
弟
の
一
番
上
な
の
で
、
両
親
が
病
院
に
行
っ
た
今
、

パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
場
合
で
は
な
か
っ
た
。
少
し
す
る

と
母
か
ら
連
絡
を
う
け
た
祖
母
が
家
に
か
け
つ
け
て
く
れ
て
、

僕
は
少
し
ホ
ッ
と
し
た
。
父
の
容
態
も
分
か
ら
な
い
ま
ま
、

僕
ら
は
待
つ
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
。
母
か
ら
僕
ら
に
連

絡
が
あ
っ
た
の
は
、
そ
こ
か
ら
四
時
間
以
上
経
っ
て
か
ら
の

こ
と
で
あ
っ
た
。

　

父
は
、
母
の
約
十
分
の
闘
い
の
お
か
げ
で
一
命
を
取
り
と

め
た
が
、
意
識
は
戻
っ
て
い
な
か
っ
た
。
医
者
か
ら
は
、

「
こ
れ
か
ら
意
識
が
戻
る
か
ど
う
か
は
、
本
人
の
生
命
力
次
第

家
族
に
起
き
た
悲
劇
と
奇
跡

滋
賀
県 

大
津
市
立
石
山
中
学
校　

三
学
年　

林は
や
し　

光こ
う
た
ろ
う

太
郎

都
道
府
県
別
賞
一
等

10



新刊のご案内

で
す
。」

と
言
わ
れ
た
。
当
時
の
僕
に
は
、
あ
ま
り
に
も
辛
い
言
葉
だ
っ

た
。
意
識
が
な
い
父
の
体
に
は
沢
山
の
管
が
つ
い
て
い
た
。

そ
ん
な
父
を
見
る
の
が
辛
く
て
、
僕
は
お
見
舞
い
に
行
け
な

か
っ
た
。

　

二
日
が
経
ち
、
父
が
目
を
覚
ま
し
た
。
父
の
生
命
力
が
勝

利
し
た
の
だ
。
僕
は
す
ぐ
に
父
に
会
い
に
行
っ
た
。
嬉
し
く

て
た
ま
ら
な
か
っ
た
。
父
は
病
気
の
せ
い
で
、
声
が
出
づ

ら
く
な
っ
て
い
た
。
父
の
横
に
は
、
母
が
作
っ
た
ひ
ら
仮
名

五
十
音
の
紙
が
置
い
て
あ
り
、
僕
が
話
し
か
け
る
と
、
ゆ
っ

く
り
と
指
を
動
か
し
、
一
文
字
一
文
字
五
十
音
表
を
指
し
答

え
て
く
れ
た
。
声
が
復
活
す
る
ま
で
の
間
、
こ
の
紙
が
父
と

の
会
話
手
段
と
な
っ
た
。

　

三
日
後
、
ゆ
っ
く
り
で
は
あ
る
が
紙
を
使
わ
ず
に
会
話
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
父
の
声
を
聞
い
た
僕
は
、
心
の
底

か
ら
安
心
し
た
。
そ
の
後
は
医
者
も
驚
く
程
の
回
復
力
だ
っ

た
。
色
ん
な
検
査
を
し
た
結
果
、
父
に
は
、
何
の
後
遺
症
も

残
ら
な
か
っ
た
。
心
肺
停
止
と
い
う
状
態
に
な
っ
た
に
も
関

わ
ら
ず
、
一
つ
も
後
遺
症
が
残
ら
な
い
の
は
、
三
パ
ー
セ
ン

ト
に
も
満
た
な
い
確
率
だ
そ
う
だ
。
父
の
回
復
は
ま
さ
に
奇

跡
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
約
一
カ
月
の
入
院
後
、
僕
ら
の
夏
休

み
最
終
日
、
父
が
家
に
帰
っ
て
来
た
。

　

父
の
退
院
後
に
母
が
僕
に
話
し
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

「
お
父
さ
ん
の
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
心
配
や
っ
た
け
ど
、
お
母
さ

ん
は
正
直
お
金
の
こ
と
も
心
配
や
っ
た
。
で
も
お
父
さ
ん
が
、

ち
ゃ
ん
と
保
険
に
入
っ
て
た
か
ら
、
お
金
の
こ
と
を
気
に
せ

ず
、
看
病
で
き
た
。
保
険
っ
て
あ
り
が
た
い
な
ぁ
。」
と
。

　

単
純
に
父
の
回
復
を
喜
ん
で
い
た
僕
ら
と
は
違
っ
た
の
だ
。

　

そ
れ
か
ら
半
年
後
、
父
は
仕
事
に
復
帰
し
、
母
は
こ
の
経

験
を
活
か
そ
う
と
、
生
命
保
険
の
仕
事
に
転
職
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
六
年
が
経
ち
、
僕
も
中
学
三
年
生
に
な
り
、
父

の
こ
と
と
母
の
仕
事
を
通
じ
て
、
今
は
生
命
保
険
の
こ
と
に

つ
い
て
興
味
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
人
は
、
い
つ
病
気
に

な
り
、
い
つ
死
ん
で
し
ま
う
か
な
ん
て
分
か
ら
な
い
。
だ
か

ら
こ
そ
、〝
健
康
だ
か
ら
関
係
な
い
〟
と
い
う
考
え
方
で
は
い

け
な
い
の
だ
と
思
う
。
病
気
な
ど
を
し
て
か
ら
で
は
、
保
険

に
入
る
の
は
難
し
い
そ
う
だ
。
だ
か
ら
僕
も
将
来
の
僕
の
た

め
に
、
家
族
の
た
め
に
、
今
か
ら
真
剣
に
保
険
に
つ
い
て
考

え
て
い
き
た
い
。

 ｢ねんきんガイド｣改訂版ができました！
 「ねんきんガイド」は、公的年金制度と
個人年金保険の仕組みを図表や Q&A
を用いてわかりやすく解説した小冊子
です。
今回の改訂では、公的年金額などの掲
載数値を最新化したほか、2020（令
和 2）年 5 月 29 日に成立した「年金
制度改正法」の主な内容（公的年金受
給開始年齢の拡大、在職老齢年金制
度の見直しなど）をまとめています。
B5 判・68 ページ（オールカラー）
1 部 200 円（税込価格・送料別）
お申込みは（公財）生命保険文化センターホームページ

（https://www.jili.or.jp/）でどうぞ。

タイムリー、そして役立つ情報が満載！�  
メールマガジンのご登録をぜひどうぞ

（公財）生命保険文化センターでは毎月数回、
社会保障制度の動向や税制改正など役立つ情報
をメールマガジンにて無料でお届けしています。
登録はホームページ上のバナーから
簡単にできます。また、スマートフォ
ンからは QR コードの利用が便利
です。

メール
マガジン
メール
マガジン

登録
受付

毎

月配信

2回
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い
わ
ゆ
る
正
社
員
以
外
の
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
も
、
そ
の
勤
務
時
間
数
な
ど
に

よ
っ
て
は
社
会
保
険
に
加
入
す
る
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
そ
の
基
準
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す

か
？

所
定
労
働
時
間
、
所
定
労
働
日
数
の
い

ず
れ
も
が
フ
ル
タ
イ
ム
の
社
員
の
４
分

の
３
以
上
で
あ
れ
ば
社
会
保
険
（
健
康
保
険
、

厚
生
年
金
保
険
）
の
加
入
対
象
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
基
準
を
満
た
さ
な
く
て
も
、

い
く
つ
か
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
場
合
は
加
入

対
象
に
な
り
ま
す
。

QA

原
則
は
正
社
員
の
４
分
の
３
以
上

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
は
以
下
の
２
つ
の
条
件
を

い
ず
れ
も
満
た
し
て
い
る
場
合
に
社
会
保
険
の

被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。

（
１
）
１
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が
正
社
員

の
４
分
の
３
以
上
で
あ
る
。

（
２
）
１
か
月
の
所
定
労
働
日
数
が
正
社
員

の
４
分
の
３
以
上
で
あ
る
。

所
定
労
働
時
間
、
所
定
労
働
日
数
と
い
う
の

は
、
残
業
や
休
日
出
勤
を
含
ま
な
い
、
あ
ら
か

じ
め
決
め
ら
れ
た
勤
務
時
間
や
勤
務
日
数
の
こ

と
で
す
。
そ
れ
が
正
社
員
（
フ
ル
タ
イ
マ
ー
）

の
い
ず
れ
も
４
分
の
３
以
上
で
あ
れ
ば
社
会
保

険
の
加
入
対
象
に
な
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
正

社
員
の
１
日
の
所
定
労
働
時
間
が
８
時
間
、
週

５
日
勤
務
の
場
合
、
１
日
６
時
間
、
週
４
日
働

く
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
は
、
こ
の
４
分
の
３
基
準

を
満
た
し
ま
す
の
で
社
会
保
険
に
加
入
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
の
４
分
の
３
基
準
を
満
た
さ
な

い
場
合
で
も
、
従
業
員
５
０
１
人
以
上
の
会
社

パートタイマーの社会保険

第 44回

の
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
で
図
の
①
～
④
の
す
べ
て

に
当
て
は
ま
る
場
合
は
、
社
会
保
険
の
加
入
対

象
に
な
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
規
模
の
大
き
い

会
社
の
場
合
は
、
加
入
対
象
の
基
準
が
緩
く

な
っ
て
い
て
、
週
の
所
定
労
働
時
間
が
20
時
間

以
上
で
あ
れ
ば
社
会
保
険
の
被
保
険
者
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
（
ち
な
み
に
、
雇
用
保
険
は

週
の
所
定
労
働
時
間
が
20
時
間
以
上
の
場
合
、

加
入
対
象
と
さ
れ
て
い
ま
す
）。

さ
ら
に
対
象
拡
大
へ

こ
の
①
～
④
の
基
準
は
、
社
会
保
険
の
対
象

者
を
増
や
す
こ
と
を
目
的
と
し
て（
す
な
わ
ち
、

低
年
金
者
を
減
ら
す
こ
と
な
ど
を
目
指
し
て
）

Profile

武田祐介
社会保険労務士、
1 級 フ ァ イ ナ ン
シャル・プランニ
ング技能士
ファイナンシャル・
プランナーの教育
研修、教材作成、書籍編集の業務に長く
従事し、2008 年独立。武田祐介社会保険
労務士事務所所長。生命保険各社で年金
や FP 受験対策の研修、セミナーの講師
を務めている。

公式HP https://www.officetakeda.jp/
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★ご質問はお気軽にお寄せください。　info@jaifa.or.jp

Profile

桐生純子
（株）Feel Communication　代表取締役	  
（コミュニケーションクリエーター）

富士銀行勤務を経て、米国プログラムの研修会社で
教育トレーナーを経験の後、人材育成の会社を設立。
国際イメージコンサルタントとして日本では数少な
いヒューマンスキル分野で 20 年のエキスパート。
年間の講演・研修は 200 本を超える。スキルにと
どまらない「気づき」を与える話は「心に響く」「楽しく具体的でわか
りやすい」と業種を超えて大好評。日経 BP コラムニスト、2 児の母。
コミュニケーショントレーニングジム→https://kiryujunko.com/

２
０
１
６
年
10
月
か
ら
導
入
さ
れ
ま
し
た
が
、

さ
ら
に
対
象
を
拡
大
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い

て
、「
５
０
１
人
以
上
」
の
企
業
規
模
の
基
準

は
２
０
２
２
年
10
月
に
「
１
０
１
人
以
上
」、

２
０
２
４
年
10
月
に
は
「
51
人
以
上
」
に
な
り

ま
す
。

な
お
、
ル
ー
ル
上
は
、
以
上
の
と
お
り
で
す

が
、
現
実
に
は
、
中
小
企
業
な
ど
で
は
、（
４

分
の
３
基
準
の
）
適
用
要
件
を
満
た
し
て
い
て

も
、
必
ず
し
も
被
保
険
者
に
し
て
い
な
い
ケ
ー

ス
も
あ
る
よ
う
で
す
。

先月の〝マスク越しの気持ちを伝えるコミュニケー
ション″のヒントは試してみましたか？　さて、今
回はマスク越しでも笑顔やうれしい気持ちが伝わ
る「目の使い方」をご紹介しましょう。私たちは
日頃から目で心情を表現する慣用句を多く使いま
すが「目は口ほどにものを言う」「目は心の窓」「目
が利く」など私たち日本人にとって「目」はコミュ
ニケーションにおいて重要な役割を持つことがわ
かります♥　さあ！　では、誰にでもすぐにでき
るマスク越しの簡単３ステップスマイルレッスンで
す！　①マスク越しに相手を見ている目を三日月
形にしましょう。優しく目を細めるあの感じです。　
②マスクで隠れている頬をミッキーマウスのよう
にキュッと上げましょう。　③イメージできたら鏡
を見ながら実践ですよ。　いかがですか？　きっ
とあなたが「素
敵」と感じる人
は、こんなふう
に様々な場面を
イメージしながら
〝小さな努力″
をしているのだ
と思いますよ♪

～素敵な人になるヒント～

目だけで笑顔を伝える

VoI.104

表■パートタイマーの社会保険加入の判定

　イエス 　ノー 

（注１）一般的な社員の所定労働時間が 40 時間の場合。
（注２）従業員数 500 人以下で、①～④のすべてに該当する者を被保険
者とする労使協定を締結している企業を含む。

以下のどちらにもあてはまる

（１）１週間の所定労働時間が 30 時間（注１）以上である
（２）１か月の所定労働時間が正社員の４分の３以上である

勤務する会社の従業員数が
501 人以上（注２）である

以下の 4 つすべてにあてはまる

① 1 週間の所定労働時間が 20 時間 
　 以上である
② 1 年以上継続して使用されること
　が見込まれる
③給与月額が 88,000 円以上である
④学生でない

社
会
保
険
に
加
入
し
な
い

社会保険に加入する
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〜
あ
な
た
を
守
り
た
い
〜

お
客
様
か
ら
の

感
謝
の
声

お
客
様

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

肝
臓
が
ん
診
断
と
同
時
に
余
命
３
ヵ
月
の
宣
告
。

次
男
の
分
ま
で
家
族
で
孫
達
の
成
長
を
見
守
り
ま
す

亡
く
な
る
3
日
前
に
家
族
と
温
泉
旅
行

　

今
回
ご
登
場
い
た
だ
く
お
客
様
は
、
北
海
道

在
住
の
Ｏ
さ
ま
で
す
。
今
年
（
２
０
２
０
年
）

の
４
月
初
め
に
、
最
愛
の
ご
次
男
が
天
国
に
旅

立
た
れ
ま
し
た
。

「
次
男
は
、
昨
年
（
２
０
１
９
年
）
の
春
の
健

康
診
断
で
要
検
査
と
な
り
、
結
果
肝
臓
が
ん
の

ス
テ
ー
ジ
４
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。
同
時
に
余

命
3
ヵ
月
か
ら
半
年
と
宣
告
さ
れ
ま
し
た
」

　

す
で
に
手
術
や
抗
が
ん
剤
治
療
な
ど
の
治
癒ゆ

を
目
指
し
た
治
療
は
で
き
ず
、今
後
行
う
の
は
、

が
ん
の
進
行
を
お
さ
え
る
延
命
治
療
と
説
明
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
、
Ｏ
さ
ま
は
ご
次
男

の
診
察
に
す
べ
て
付
き
添
い
、入
院
の
際
に
は
、

1
日
も
欠
か
さ
ず
病
室
に
向
か
い
ま
し
た
。

「
入
退
院
を
く
り
返
す
日
々
で
し
た
が
、
体
調

の
よ
い
と
き
は
会
社
に
出
勤
し
て
い
ま
し
た
。

一
番
大
切
に
し
て
い
た
の
は
、
別
居
し
て
い
る

3
人
の
子
ど
も
達
と
過
ご
す
時
間
で
し
た
」

　

10
年
前
、
ご
次
男
は
37
歳
の
と
き
に
離
婚
。

以
来
、
一
人
暮
ら
し
を
し
な
が
ら
、
元
奥
様
と

協
力
し
て
子
育
て
を
し
て
い
ま
し
た
。

「
不
思
議
な
話
で
す
が
、
と
て
も
仲
の
よ
い
家

族
で
、
４
年
前
に
は
元
夫
婦
な
が
ら
3
人
目
の

子
ど
も
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
達
の
運

動
会
な
ど
で
は
、
あ
ち
ら
の
祖
父
母
も
交
え
、

家
族
総
出
で
応
援
に
駆
け
つ
け
て
い
ま
し
た
。

苗
字
を
変
え
な
か
っ
た
の
で
、
隣
近
所
の
人
達

で
す
ら
、
離
婚
の
事
実
を
知
ら
な
か
っ
た
で

し
ょ
う
」

　

第
一
生
命
旭
川
支
社
中
央
営
業
オ
フ
ィ
ス
の

森
真
由
美
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
4
年
前
に
前
任
者
が
退
職
し
て
か
ら
、
ご
次

男
と
の
お
付
き
合
い
が
始
ま
り
ま
し
た
。
明
る

く
陽
気
な
性
格
、
ス
リ
ム
な
体
型
も
あ
っ
て
と

て
も
若
々
し
い
方
で
し
た
。
私
と
は
バ
イ
ク
の

趣
味
が
一
致
し
て
、
お
会
い
す
る
た
び
に
話
が

弾
み
ま
し
た
。
余
命
を
宣
告
さ
れ
て
か
ら
は
、

父
子
二
人
三
脚
の
闘
病
生
活
で
し
た
」

　

Ｏ
さ
ま
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
息
子
は
小
さ
い
頃
か
ら
、
私
に
な
ん
で
も
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。バ
イ
ク
と
旅
行
が
好
き
で
、

旅
先
か
ら
旨
い
特
産
品
を
必
ず
送
っ
て
く
れ
る

Ｏ
さ
ま
（
78
歳　
無
職
）　
妻
（
68
歳
）　
長
男
（
50
歳　
会
社
員
）　
次
男
（
享
年
47
歳
）

Vol. 194　
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親
孝
行
な
子
で
し
た
。
今
年
の
3
月
に
友
人
達

と
九
州
へ
行
き
、
亡
く
な
る
3
日
前
に
は
子
ど

も
達
と
温
泉
に
行
っ
て
い
ま
し
た
」

　

そ
し
て
、
逝
去
さ
れ
る
前
日
に
元
奥
様
と
復

縁
手
続
き
を
し
た
の
で
す
。

「
子
ど
も
達
の
将
来
を
考
え
た
決
断
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
は
、
孫
達
の
成
長
を
次

男
の
分
ま
で
見
守
っ
て
い
き
ま
す
」

　

Ｏ
さ
ま
と
ご
次
男
の
こ
れ
ま
で
の
道
の
り
と

生
命
保
険
へ
の
思
い
を
お
伺
い
し
、
森
さ
ん
の

お
話
を
交
え
て
、
こ
こ
に
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

離
婚
後
も
元
夫
婦
で
子
育
て
を
し
て

4
年
前
に
第
3
子
が
誕
生

「
次
男
は
高
校
卒
業
後
、
地
元
で
就
職
。
真
面

目
に
働
き
、
結
婚
し
て
２
人
の
息
子
達
に
恵
ま

れ
順
風
満
帆
で
し
た
。
33
歳
の
と
き
、
不
景
気

が
原
因
で
勤
め
て
い
た
会
社
が
倒
産
し
ま
し
た

が
、
よ
り
よ
い
条
件
の
大
き
な
会
社
へ
の
転
職

が
す
ぐ
に
決
ま
り
ま
し
た
」

　

ご
次
男
は
、
ま
す
ま
す
仕
事
に
張
り
切
っ
て

い
ま
し
た
が
、
40
歳
を
間
近
に
し
た
頃
、
離
婚

し
ま
し
た
。

「
私
に
は
若
い
夫
婦
の
離
婚
原
因
は
、
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、
魔
が
差
し
た
の
だ
と
受
け
止
め
て

い
ま
す
。
離
婚
後
、
元
妻
と
子
ど
も
達
は
あ
ち

ら
の
祖
父
母
の
い
る
実
家
に
引
っ
越
し
、
次
男

は
一
人
暮
ら
し
。
同
じ
市
内
に
住
み
、
子
育
て

は
元
夫
婦
で
協
力
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
」

　

離
婚
以
来
ず
っ
と
、
ご
次
男
は
毎
週
金
曜
日

か
ら
日
曜
日
ま
で
の
3
日
間
、
２
人
の
息
子
さ

ん
達
と
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

「
子
ど
も
達
を
遊
び
に
連
れ
て
行
っ
た
り
、
家

で
料
理
を
作
っ
た
り
、
男
達
だ
け
で
に
ぎ
や
か

で
楽
し
そ
う
で
し
た
。
私
の
家
に
も
よ
く
顔
を

出
し
て
く
れ
て
、
ま
っ
す
ぐ
素
直
に
成
長
し
て

い
る
孫
達
を
見
て
、
私
達
夫
婦
は
目
を
細
め
て

い
ま
し
た
」

　

ご
次
男
は
、
仕
事
と
子
育
て
の
か
た
わ
ら
、

趣
味
の
バ
イ
ク
で
ツ
ー
リ
ン
グ
し
た
り
、
旅
友

達
と
日
本
全
国
へ
の
旅
行
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。
会
社
で
は
、
真
面
目
な
仕
事
ぶ
り
と
明
る

く
親
し
み
や
す
い
性
格
か
ら
仲
間
も
多
く
、
女

性
の
間
で
は
、
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
が
結
成
さ
れ
る

ほ
ど
の
人
気
ぶ
り
で
し
た
。

「
公
私
共
に
充
実
し
た
様
子
で
し
た
。
4
年
前

に
は
、
元
妻
と
の
間
に
第
3
子
に
な
る
は
じ
め

て
の
女
の
子
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
い
つ
か
は
復

縁
す
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
本
人

達
の
考
え
方
も
あ
る
の
で
、
温
か
く
見
守
る
こ

と
に
し
ま
し
た
」

　

Ｏ
さ
ま
も
ご
次
男
も
、
元
奥
様
の
ご
両
親
と

の
仲
が
よ
く
、
皆
で
3
人
の
お
孫
さ
ん
達
に
深

い
愛
情
を
注
い
で
い
ま
し
た
。
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「
私
の
長
男
家
族
も
同
じ
市
内
在
住
で
、
孫
が

2
人
い
ま
す
。
盆
や
正
月
に
は
全
員
わ
が
家
で

集
ま
り
、
に
ぎ
や
か
で
し
た
。
こ
の
幸
せ
が
当

た
り
前
の
よ
う
に
続
く
と
思
っ
て
い
ま
し
た
」

「
余
命
は
3
ヵ
月
、
長
く
て
半
年
」

突
然
の
宣
告
に
滂ぼ

う
だ


沱
の
涙

　

ご
次
男
は
、
お
酒
は
嗜た

し
なま

ず
、
食
べ
る
こ
と

は
好
き
で
も
食
べ
過
ぎ
る
こ
と
も
な
く
、
身
長

１
７
５
cm
体
重
60‌

kg
の
健
康
体
で
し
た
。

「
会
社
で
は
春
と
秋
に
年
2
回
の
健
康
診
断
が

あ
り
、
医
師
か
ら
健
康
の
太
鼓
判
を
押
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
一
昨
年
の
8
月
、
旅
友
達
と
伊
勢

神
宮
に
参
拝
し
、
旅
先
か
ら
松
坂
牛
を
送
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
帰
宅
し
て
『
楽
し
か
っ
た
！
』

と
言
っ
て
い
た
元
気
な
笑
顔
が
今
で
も
忘
れ
ら

れ
ま
せ
ん
」

　

そ
ん
な
ご
次
男
の
体
に
異
変
が
見
つ
か
っ
た

の
は
、
昨
年
春
の
健
康
診
断
で
し
た
。

「
私
が
東
京
へ
相
撲
観
戦
に
行
っ
て
い
た
と
き
、

次
男
か
ら
携
帯
電
話
に
連
絡
が
入
り
ま
し
た
。

国
技
館
に
い
る
と
伝
え
る
と
、『
入
院
し
た
け

ど
検
査
だ
か
ら
心
配
し
な
い
で
、
相
撲
楽
し
ん

で
ね
』
と
明
る
く
応
え
て
く
れ
ま
し
た
」

　

Ｏ
さ
ま
は
、
電
話
か
ら
3
日
後
に
帰
宅
し
、

そ
の
足
で
病
院
に
向
か
い
ま
し
た
。

「
検
査
入
院
が
長
引
い
て
い
る
の
で
、
様
子
を

見
に
い
っ
た
の
で
す
。
病
気
の
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
知
ら
ず
、
そ
の
日
に
、
医
師
か
ら
検
査
結
果

を
説
明
さ
れ
ま
し
た
」

　

ご
次
男
を
交
え
た
場
で
、
医
師
か
ら
は
、
肝

臓
が
ん
の
ス
テ
ー
ジ
４
で
あ
る
こ
と
、
治
癒
の

た
め
の
治
療
が
で
き
な
い
こ
と
を
告
げ
ら
れ
ま

し
た
。

「
余
命
は
3
ヵ
月
、
長
く
て
半
年
と
言
わ
れ
ま

し
た
。
ま
さ
か
こ
ん
な
話
に
な
る
と
は
想
像
も

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
突
然
の
宣
告
に
涙
が

ぼ
ろ
ぼ
ろ
と
こ
ぼ
れ
て
き
ま
し
た
。
す
で
に
告

知
さ
れ
て
い
た
次
男
は
、『
泣
き
た
い
の
は
こ
っ

ち
だ
よ
』
と
気
丈
で
し
た
」

　

森
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
私
も
突
然
の
知
ら
せ
に
大
変
動
揺
し
ま
し
た
。

生
命
保
険
の
手
続
き
に
伺
う
と
き
、
ど
の
よ
う

な
表
情
で
ど
の
よ
う
な
話
を
す
れ
ば
よ
い
の

か
、
と
て
も
悩
み
ま
し
た
。
Ｏ
さ
ま
と
も
お
会

い
し
、
闘
病
を
支
え
る
お
気
持
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
、
平
常
心
を
保
つ
よ
う
に
と
自
分
自
身
に

言
い
聞
か
せ
ま
し
た
」

　

Ｏ
さ
ま
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
次
男
は
森
さ
ん
と
の
お
付
き
合
い
の
な
か
、

折
々
に
経
済
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
て

と
て
も
信
頼
し
て
い
ま
し
た
。
が
ん
に
つ
い
て

も
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
請
求
手
続
き
し
て
い
た
だ

き
、
助
か
り
ま
し
た
。
私
の
も
と
へ
も
何
度
も

足
を
運
ん
で
く
だ
さ
る
な
ど
、
誠
実
な
対
応
に

感
謝
し
て
い
ま
す
」
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元
家
族
と
復
縁
し
た
翌
日
に

天
国
に
旅
立
っ
た

　

森
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
仕
事
を
続
け
な
が
ら
の
闘
病
で
、『
一
日
で
も

長
く
生
き
た
い
』と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

診
察
に
は
必
ず
Ｏ
さ
ま
が
同
行
し
、
医
師
の
言

葉
を
ひ
と
言
も
も
ら
さ
ず
に
メ
モ
し
て
、
パ
ソ

コ
ン
に
記
録
し
て
い
ま
し
た
。
余
命
を
宣
告
さ

れ
て
か
ら
3
ヵ
月
後
の
お
盆
の
頃
、ご
次
男
は
、

『
体
調
は
大
丈
夫
。
こ
の
ま
ま
令
和
2
年
を
迎

え
た
い
』
と
熱
望
さ
れ
て
い
ま
し
た
」

　

Ｏ
さ
ま
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
入
退
院
を
く
り
返
し
て
い
ま
し
た
が
、
体
調

の
よ
い
日
は
会
社
に
行
っ
て
、
で
き
る
仕
事
を

続
け
て
い
ま
し
た
。
温
か
い
職
場
の
人
達
に
囲

ま
れ
て
、
つ
か
の
間
病
気
を
忘
れ
ら
れ
る
、
心

が
落
ち
着
く
時
間
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
」

　

一
人
暮
ら
し
も
続
け
、
週
末
は
子
ど
も
達
と

過
ご
し
、
夏
休
み
や
冬
休
み
な
ど
は
元
奥
様
も

交
え
て
一
緒
に
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

「
上
の
2
人
の
孫
達
は
、
短
大
生
と
高
校
生
。

父
親
の
病
状
は
十
分
理
解
し
て
い
た
の
で
、
残

り
時
間
を
大
切
に
し
て
い
ま
し
た
。
余
命
半
年

も
乗
り
越
え
、
願
い
ど
お
り
令
和
2
年
を
迎
え

ら
れ
ま
し
た
」

　

そ
し
て
3
月
に
は
、
旅
友
達
と
九
州
旅
行
に

で
か
け
ま
し
た
。
し
か
し
、
旅
の
途
中
で
体
調

が
悪
く
な
り
旅
行
を
断
念
。
急
遽
帰
宅
し
て
、

入
院
し
ま
し
た
が
、
3
月
末
に
は
、
元
奥
様
と

子
ど
も
達
と
一
緒
に
温
泉
旅
行
に
行
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

「
温
泉
が
最
後
の
家
族
旅
行
で
し
た
。
帰
宅
翌

日
、
具
合
が
悪
い
と
連
絡
が
あ
り
、
私
が
車
で

家
族
全
員
を
病
院
に
連
れ
て
行
き
ま
し
た
。
入

り
口
で
医
療
ス
タ
ッ
フ
に
迎
え
ら
れ
、
用
意
さ

れ
た
個
室
に
入
り
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
し
て
落

ち
着
い
て
か
ら
、
次
男
は
皆
の
前
で
復
縁
の
た

め
婚
姻
届
け
な
ど
に
署
名
捺
印
し
ま
し
た
」

　

入
籍
し
復
縁
し
た
翌
日
、
ご
次
男
は
静
か
に

天
国
に
旅
立
た
れ
た
の
で
す
。

「
離
婚
し
て
か
ら
も
、
子
ど
も
達
を
交
え
て
よ

い
関
係
が
続
い
て
い
た
の
で
、
復
縁
は
よ
い
選

択
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
温
泉
旅
行
も
命
の
ぎ

り
ぎ
り
ま
で
子
ど
も
達
を
楽
し
ま
せ
た
か
っ
た

の
で
し
ょ
う
」

　

現
在
、
お
孫
さ
ん
達
は
O
さ
ま
の
家
に
顔
を

出
し
、
進
学
な
ど
将
来
の
こ
と
を
相
談
し
て
い

る
そ
う
で
す
。「
次
男
の
分
ま
で
愛
情
を
注
ぎ
、

最
善
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
た
い
で
す
」
と
話
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
森
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
が
ん
な
ど
の
医
療
費
や
残
さ
れ
た
ご
家
族
の

た
め
に
生
命
保
険
の
大
切
さ
を
多
く
の
方
に
お

伝
え
す
る
こ
と
は
基
本
で
す
。そ
れ
と
と
も
に
、

闘
病
す
る
お
客
様
へ
の
、
よ
り
よ
い
寄
り
添
い

方
を
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
考
え
続
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
」
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ビ
ッ
グ
マ
ッ
ク
や
ト
ー
ル
・
ラ
テ

ビ
ッ
グ
マ
ッ
ク
や
ト
ー
ル
・
ラ
テ

で
円
高
・
円
安
を
見
極
め
る

で
円
高
・
円
安
を
見
極
め
る

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の
ビ
ッ
グ
マ
ッ
ク
と
、
ス

タ
ー
バ
ッ
ク
ス
コ
ー
ヒ
ー
の
ト
ー
ル
・
ラ
テ
は
、

ど
ち
ら
も
世
界
中
で
販
売
さ
れ
て
い
る
定
番
商

品
で
す
。
ど
の
国
で
も
ほ
ぼ
同
じ
品
質
の
も
の

を
飲
食
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
そ
の
値
段

は
各
国
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
り
ま
す
。

こ
の
値
段
の
違
い
か
ら
、
各
国
の
物
価
を
比

較
す
る
指
標
と
し
て
、「
ビ
ッ
グ
マ
ッ
ク
指
数
」

と
「
ト
ー
ル
・
ラ
テ
指
数
」
と
い
う
も
の
が
あ

り
ま
す
。
身
近
な
商
品
を
も
と
に
し
た
指
数
で

す
が
、
世
界
経
済
や
円
高
・
円
安
と
い
っ
た
為

替
の
動
向
を
観
察
で
き
る
、
き
ち
ん
と
し
た
材

料
に
な
り
ま
す
。

こ
の
指
数
は
、「
購
買
力
平
価
」
と
い
う
考

え
方
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ビ
ッ

グ
マ
ッ
ク
が
ア
メ
リ
カ
で
5
ド
ル
、
日
本
で

４
０
０
円
だ
っ
た
と
し
ま
す
。
日
本
円
と
ド
ル

で
買
う
値
段
を
同
じ
に
す
る
に
は
、
為
替
レ
ー

ト
は
1
ド
ル
＝
80
円
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
為
替
レ
ー
ト
は
こ
の
釣
り
合
っ
た
状
態
に

な
る
よ
う
に
決
定
さ
れ
る
、
と
考
え
る
の
が
購

買
力
平
価
で
す
。

今
回
の
例
で
は
、
1
ド
ル
80
円
が
購
買
力
平

価
の
考
え
方
の
も
と
で
適
正
と
さ
れ
る
金
額
で

あ
り
、
ビ
ッ
グ
マ
ッ
ク
指
数
と
な
り
ま
す
。
こ

こ
で
実
際
の
為
替
レ
ー
ト
が
1
ド
ル
１
０
０
円

と
す
る
と
、
日
本
円
は
、
ビ
ッ
グ
マ
ッ
ク
指
数

に
比
べ
て
25‌

%
低
く
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
と

な
り
、
今
後
、
円
高
に
な
る
と
考
え
る
材
料
に

な
り
ま
す
。

イ
ギ
リ
ス
の
「
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
」
で
は
、

２
０
２
０
年
７
月
に
世
界
各
国
の
ビ
ッ
グ
マ
ッ

ク
指
数
ラ
ン
キ
ン
グ
が
発
表
さ
れ
、
日
本
は
25

位
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ド
ル
換
算
で
見
た
ビ
ッ

グ
マ
ッ
ク
の
値
段
が
一
番
高
い
の
は
ス
イ
ス

（
１
ド
ル
＝
１
０
７
円
換
算
で
７
３
９
円
）
で
、

日
本
で
の
値
段（
３
８
９
円
）の
2
倍
弱
に
な
っ

て
い
ま
す
。
反
対
に
、
も
っ
と
も
安
い
国
は
南

ア
フ
リ
カ
で
、
円
換
算
の
ビ
ッ
グ
マ
ッ
ク
の
値

段
は
１
９
９
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

将
来
、
為
替
が
必
ず
ビ
ッ
グ
マ
ッ
ク
指
数
や

ト
ー
ル
・
ラ
テ
指
数
の
通
り
動
く
と
い
う
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
為
替
の
動
き
を
観
察
す

る
参
考
資
料
と
し
て
の
利
用
価
値
は
あ
る
で

し
ょ
う
。
ぜ
ひ
定
期
的
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

指数を使って
物価の高い国・
安い国を

判断してみよう

第　　　 回116

10
00
0

10
00
0
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当日の試みとして、会場の座席に募金封筒を
準備し応援メッセージを記入する欄をつく
り、その団体に応援メッセージを贈ることが
できるようにしました。ほとんどの方がメッ
セージを添えてくださり、後日まとめて各団
体にお送りしたところ大変喜んでいただきま
した。

Web幹事会で団結し、社会貢献活動を
続けていきたい

来年３月には、兵庫県協会主催の「春のオン
ライン研修会」を企画中です。
Ｗ eb で幹事会を行いながら皆で団結して頑
張っています！
近年は研修会での募金活動がメインでしたの
で、今後はこのような状況下に対応できる新
たな取り組みを考え、社会貢献活動を継続し
ていきたいです。

年3回の研修会時に募金活動を実施

兵庫県協会の研修会事業では、支部活動報告
会を含め、年に３回の研修会を開催しました。
研修会では、元プロ野球選手の落合博満氏、
芸人のキングコング西野亮

あき

廣
ひろ

氏（兵庫県出
身）、日本旅行カリスマ添乗員の平田進也氏
等を講師としてお招きしました。
また、研修会には、（公財）こどものホスピ
スプロジェクト・（一社）日本ろう者サッカー
協会様に登壇いただき、あらかじめご準備い
ただいたスライドや映像を上映。活動内容の
ご報告をお願いし、募金活動を行いました。
2019 年 10 月に神戸メリケンパークオリエ
ンタルホテルにて開催された研修会では約
500 名、2020 年１月にホテル日航姫路にて
開催された研修会では約 300名と、一般のお
客様を含めた多数の方々にご参加いただき大
盛況となりました。

オンラインを使って
新たな取り組みを企画中です！

兵庫県協会　会長　上本 敏之
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〜JAIFA地方協会活動レポート〜

コロナ禍での活動は制限されていても無力ではないはず！日々の活動にアンテナを！！
レポーター　松尾　克彦（長崎県協会会長／ソニー生命）

「全員が主役」というスローガンのもと、長崎県協会は、行政で手の届かない活動に光を当てることを使命とし、
地域の情報を共有できる組織作りを目指します。

 ▶ 長崎県
人口 131 万 2,523 人

（2020 年 8 月 1 日現在）
長崎市にある「長崎県美術館」は長
崎水辺の森公園に隣接し、長崎港が一
望できる屋上庭園がある。設計は世界
的な建築家、隈研吾氏デザイン。東洋
有数の規模を誇る、
長崎ゆかりの美術
とスペイン美術が
収蔵されている。

No.34

新学期に新しい上履きとソックスを提供

2019 年度より「一般社団法人 ひとり親家庭福祉会
ながさき　つなぐ BANK」との出会いをきっかけに、
行政支援が行き届かない、ひとり親家庭への支援活
動に参加しています。今年は、3 月に新学期に向け
た小・中学生向け上履きを提供しました。事前に小
学校名、サイズ、色などの聞き取りを行い、３０種
類におよぶ上履きを揃えるのに苦労しましたが、予
算が下回ったことで白のソックスも付けて提供。「新
学期に新しい上履きを持たせることができる」と親
子で喜んでいただけたお姿を拝見でき、その笑顔が
今でも印象に残っています。

受取り手がない物資を支援に役立てた

6 月には、同法人に冷凍食品（冷凍ハンバーグ）の
提供を行いました。6 月は特に、コロナの影響で食
料物資の提供企業が激減し、提供物資が不足してい
るとの情報から支援することを決定しました。コロ

ナの影響による学校給食の中止等で、在庫処分に
困っていた冷凍食品の製造販売会社より、通常より
安価で物資を提供いただけました。当日手渡した際
に、親と一緒に来ていた幼児たちが、「ハンバーグ
だー」と言いながら両手に抱え、嬉しそうに帰られ
た後ろ姿に私共一同、胸を打たれました。

一人ひとりは微力だけど、無力じゃない

長崎は、広島と共に原爆投下された都市として、毎
年高校生平和大使をジュネーブに派遣し、世界に核
兵器廃絶を求めるメッセージを送っています。その
中で、「一人ひとりは微力だけど、無力じゃない」
という高校生の言葉があります。私たちはいつもこ
の言葉に勇気づけられます。コロナ禍で活動は制限
され、目に見える成果に映らないことも多々あるか
もしれませんが無力ではないはずです。JAIFA 会員
にとって、行政でも手の届かない、気づかない活動
に光を当て、声を上げることは、「使命」だと思い
ます。日頃の活動においてアンテナを高く、お互い
に情報の共有に努めて参りましょう。

20


